
　

盛
岡
に
あ
る
民
俗
芸
能
を
い
く
つ
知
っ
て
い
ま
す

か
？　

実
は
、
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
も
民
俗
芸
能
の
一

つ
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
民
俗
芸
能
の
世
界
。

そ
の
中
か
ら
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
団
体
も
あ
る
念
仏
剣
舞
を
紹
介
し
ま
す
。
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念
仏
剣
舞
の
魅
力

2  入
い り

羽
は

／中
な か

羽
は

／引
ひ き

羽
は

　全22曲の中から、各演目で１曲ずつ計
3曲を輪になって踊る。これを一

ひと

庭
にわ

という。

３ 中
な か

入
い り

　座敷に上がり、仏壇前で回向を歌い、
終わったら庭に出る。仏壇がない場合
やステージ公演では省く。

４ 笠振り
　大笠だけの舞。永井の大笠は約20㌔㌘
あり、約3分間の舞はかなり大変！

５ 廻り胴
　2人または4人組になり、太鼓の周
りを廻

まわ

りながら打つ。運動量が多く苦
しい演目だが、舞い手の動作がそろう
ことで美しさと迫力が増す。

6  礼踊り
　踊り手が2列に並び、家主や観客に
向かって踊る。最後は一礼し、踊りは
終了。

１ 道
み ち

行
ゆ き

　歩きながら太鼓を打つ。屋敷に招か
れた場合、太

た

夫
ゆう
※１は回

え

向
こう
※2を歌いな

がら、門や灯籠、庭を褒める。これは
招かれたことに対する礼儀。

国指定重要無形民俗文化財 永井の大念仏剣舞

　永井の大念仏剣舞は、笛や太鼓など総勢二十数人で踊り
ます。不定期で庭元の家や寺で奉納演舞をしています。演
目は次のとおりで全部で30~50分の構成です。

5 廻り胴

4 笠振り

▼

揺らして音を奏でる木
製打楽器。同保存会のも
のには、数十枚の札状の
板1枚1枚に「南

な

無
む

阿
あ

弥
み

陀
だ

仏
ぶつ

」と書かれている
ササラ

※１　団体の代表格。全体をまとめる役
※２　褒め歌。死者の成仏を祈る意味
　　　もある

●

●
⃝

●

●

● ●

●
●

◆

◆

◆

■

■ ■

■
■

▼

市内
分布図

◆▼

▼▼
▼▼▼

▼

▼

▼▼

▼
▼▼▼

▼

▼

★念仏剣舞
▲都南太鼓　

★

★

★
★

★★

★
★

▲

▼▼

　神楽は、神を祀
まつ

る
時に奏

そう

する舞
ぶ

楽
がく

。盛
岡で多いのは山の信
仰に関わってきた山

やま

伏
ぶし

神楽で、獅
し

子
し

頭
がしら

を
ご神体と考え「権

ごん

現
げん

様」と呼んで大切に
してきました。

●神楽
　米の豊作を祈る踊
り。狂言なども取り
込んだ複合的な芸能
です。ヒョットコの
面を付けた道化役の
一
いっ

八
ぱち

と太鼓を打つ胴
前が、掛け合いをし
ながら米作りの作業
を展開して見せます。

◆田植え踊り
　獅子や鹿をかたど
った頭

かしら

をかぶり、供
養や五穀豊

ほう

穣
じょう

の祈り
を込めて踊ります。
頭を振るなど激しい
動きが多く、雌のシ
シを巡って雄同士が
争う場面が見どころ
です。

■獅子（鹿
し し

）踊り
　８月に開催してい
る盛岡さんさ踊りは、
踊りやすいよう作ら
れた「統一さんさ」。
母体となったのは、
「伝統さんさ」と呼
ばれる各地域で受け
継がれてきた個性豊
かな踊りです。

▼さんさ踊り
伝統さんさ踊り競演会

地域によって踊り方が異
なる伝統さんさならでは
の技を、ぜひその目で！

 8月1日㈬～4日㈯、
13時～16時

 ①盛岡駅滝の広場
（盛岡駅東口）②市民文
化ホール大ホール（盛岡
駅西通二）

 ①無料②1日券500円、
4日セット1000円

他にもあります！

盛
岡
の
民
俗
芸
能

　寛政年間（1789年～1801
年）に、現在の庭元（地
主）の祖先が南日詰（現在
の紫波町）から家督を継ぐ
養子として来た時に巻物と
ともにこの踊りを持ってき
たのが始まりとされ、永井
地区で代々踊り継がれてい
ます。３階建ての仏塔を乗
せた大笠は阿弥陀堂を表
しています。念仏を唱えな
がら華やかに踊る様子は中
世に流行した「風流踊り」
の特色を残しており、芸能
史でも価値が高いことから、
昭和55年1月28日に国指定
重要無形民俗文化財に指定
されました。

青少年郷土芸能フェスティバル

【日時】8月26日㈰13時~15時半
【場所】ホットライン
サカナチョウ（肴町
アーケード街）
【費用】無料
【出演団体】釘ノ平
念仏剣舞保存会や大宮
神楽保存会など6団体

もりおか郷土芸能フェスティバル

【日時】①9月23日㈰10時~16時②2月
24日㈰10時~16時
【場所】①キャラホール（永井24）②市民
文化ホール大ホール（盛岡駅西通二）
【費用】前売り800円・当日1000円（中
学生以下無料）【出演団体】①永井大念
仏剣舞保存会や上鹿妻念仏剣舞保存会など
11団体②釘ノ平念仏剣舞保存会など12団体

　念仏剣舞は、どの団体も後継者不足で悩んでいます。伝統を
紡
つ む

ぐには、若い力が必要。では、魅力はどんなところ？　実際
に取り組んでいる人に聞きました。

　毎年、各団体が日頃の練習の成果を披露する郷土芸能フェステ
ィバルが開催されています。多くの民俗芸能を一度に見ることが
できる機会です。ぜひ会場へどうぞ

　仏を供養し、浄土を求める気持ち
の強い念仏剣舞といわれています。
踊りは、大

だい

笠
がさ

振りが中心となります。
華やかな大笠が念仏に合わせてゆっ
くり回る様を見て、人々は極楽浄土
を目の当たりにする思いだったので
しょう。

　阿修羅踊りともいわれます。邪気
を払うといわれる「反

へん

閇
ばい

」という地面
を強く踏みしめる所作を行い、刀を
使うことで悪霊を鎮める色合いが濃
いことから、戦いの士気を高めるため
や戦いで滅ぼされた死者の魂を慰め
るために踊られたといわれています。

大念仏剣舞

高舘剣舞
  大念仏剣舞は大笠振りの迫力と厳粛
さ、高舘剣舞は勇ましさが魅力です。
宗教色が強いと思われがちですが、根
っこにあるのは人々の祈りや願い。昔
は、踊りを奉納することで心が救われ
たのでしょう。また、娯楽の一面もあり
ます。踊りで鬱積（うっせき）を発散さ
せ、働くエネルギーを得たのでは。他
の民俗芸能にも言えますが、年月を経
て、踊りはどんどん洗練されてきてい
ます。伝統を受け継ぎつつ、その時代
ならではの息吹も入る。こんなに面白
いものはないですよ。

市無形民俗文化財保存連絡協議会
顧問　藤沢清

きよ

美
み

さん

地域 団体名
川又 釘ノ平念仏剣舞保存会

新庄字銭掛 銭掛剣舞保存会
上鹿妻 上鹿妻念仏剣舞保存会
手代森 手代森念仏剣舞保存会
永井 永井大念仏剣舞保存会
簗川 簗川高舘剣舞保存会

大ケ生 高江柄念仏剣舞保存会
大ケ生高舘剣舞保存会

釘
くぎ

ノ
の

平
たいら

念仏剣舞保存会
中
なか

島
しま

静
しず

香
か

さん

　念
ね ん

仏
ぶ つ

剣
け ん

舞
ば い

は、先祖や亡くなった人の供養、悪霊をはらう
ための踊りです。約800年前の鎌倉時代に全国に広まった
踊り念仏が、芸能の色合いを強めながらも、伝統を守りつ
つ踊り継がれてきました。岩手には北上市の鬼剣舞などさ
まざまありますが、盛岡で踊られてきたのは「大念仏剣
舞」と「高

た か

舘
だ て

剣舞」の２種類で、現在8団体（3ページの表
のとおり）が活動しています。

　わが校では、手代森念仏剣舞や法領
田獅子踊りなど、学区内４地区の郷土
芸能7種類を郷土芸能発表会で地域に
披露しています。地域の人も郷土芸能
を伝えていくことを喜んでくれますし、
何より郷土を愛する気持ちが育まれた
り、ふるさとの良さを再発見したりと
生徒たちのいい経験になっていると思
います。保存会の人に丁寧に教えても
らううちに楽しさに目覚め、保存会に
加入して続ける生徒もいます。地域と
一体になれる貴重な取り組みなのでこ
れからも続けていきたいです。

乙部中学校
校長　田口秀

ひで

樹
き

さん

郷土愛が
育まれます

洗練されていく
ところが魅力

　釘ノ平念仏剣舞では、踊り手の元気
の良さと反閇の力強い躍動感を見てほ
しいですね。踊り終わる頃には足がガ
クガク震えるほど一生懸命です。今は
踊り手が小学６年から高校3年生まで
の5人だけで、正直続けていくのは厳
しい。でも、この子たちが「やりた
い」と言ってくれる限り、続けていき
たいと思います。念仏剣舞は私１人で
はできません。踊り手やお囃子（はや
し）など、参加してくれる地域の皆さ
んとの絆に感謝です。

地域の絆に
感謝！

過去の演舞（上）と
踊り手に指導する
中島さん（右）

郷土芸能を次世代へ－

知
る

　先人が紡いできたその土地ならではの郷土芸能。
絶やさずに次世代に繋げたいものです。一度飛び
込んでみれば、その魅力に取りつかれるかもしれ
ません。念仏剣舞の各団体の連絡先を知りたいと
きは、歴史文化課へ気軽にお問い合わせください。

表
　
念
仏
剣
舞
保
存
会
一
覧

紡
ぐ

観
る

練習風景などの取材
写真を市公式ホーム
ページで公開中！

９
月
１
日
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
ご
み
を
減
ら
し
て
ふ
る
さ
と
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
」
で
す
。
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